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昭和55年度初任給調査まとまる

技術アドバイザー制度スタート
『後継者にっいて考える』
優良従業員表彰募集要綱

『海外にみる中小企業のエネルギー管理』
企業経営のカンどころ

一債権管理を強化しょうー
お年寄りゃ障害者と税金..
求職者情報・・・・・・・・・・・・・
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今月23日、猿沢池を中心に采女まつりが開かれる。同まっりは、天皇の寵愛
の哀えを嘆き、猿沢池に入水した采女の霊を慰めたのが起こりといわれているQイ
また、昭和40年からは福島県郡山市との間に両市の采女まっりを通じて親善、

がはかられている。
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お問い合はせ・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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性別 NQ

4 億8,000万円

帝国興信所

男

職

月

2,202

寮管理人

2

前年同月

種

4

配

金

3

3 億1,500万円
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子

年令

達

建築設計管理

4

、ー
^

経

奈良会議所ニュース 昭和郭年9月10日(毎月1回10日発行)

U

電気主任技術者

人

5

ユ

5

銀行寮管理

(内整理を含む負債1,000万円以上)

軽

20

女

営業

額

4 億8,500万円

30

作

事

人数

験

2

建築設計管理
7年

業

69

食堂調理手伝い

言姦亘

3

子

手取賃金
(月収)

3年

電気保全
電気設計

62

務

事

4

1年

130,000円

鉄道車輔整備
Ⅱ年

48

包装

職業紹介状況(7月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

人

5

100,000円

事務

3年
12年

39

畔ゞ

務

雑

マルケイ
推せん状況

の

200,000円

8.00~17.00
(日・祝)

食堂手伝い

ヱ又
^

48

項目

工

150,000円

8.30~17.30
(日・祝)

事務

役

56

務ナ
(通・住)

3年

100,000円

電気部品包装
12年

8.00~17.00
(不問)

規

47

間有効

(8月)

工場雑役

9.00~17.00
(日・祝)

95,000円

規
間有効求職者

規模

3年

9.00 ~ 17.00
(日・祝)

80,000円

区分

求

住所

不問

奈良市消費者物価指数

人

8.30~17.00
(日ヰ卿

80,000円

(、

効

職

不問

4年

夾

路

9 00~17 00
(日ヰ卿

奈良市

80,000円

配偶者
の有無

求

者

不問

天理市

9.00~ 17.00
(日・祝)

80,000円

者
人

不問

8 30~17.00
(日・祝)

生駒市

第144号掲載分

5月

有

子歴

倍

2,079
763

不問

8.00~17.00
(日・祝)

奈良市

士
普通自動車免許

上昇率

無

対前月比

134.6

男

265
1,017

不問

6月

奈良市

奈良
通

6月(昭和50年=100)

普通免許
高卒

有

4,222

.

469
1,361

不問

天理市
通

特獣辻物捌釜生、"力火竹理

奈良市

質格

645

有

134.9

女

147

名、ガス溶十妾、普通免,↑千

281

0.フ

不問

0.49

奈良市
通

522
2,060

生駒市

有

電気主任技術者2種

294

前年比%

不問

348

718

食料

奈良市

無

160

1]8

8.5

0.2

066

不問

495

乗客数 7月

2,162

天理市

有

旧中卒

住居

297

125.3

奈良市

無

121

8.6

033

有

月別

摘要

旧中卒

光熱

125.3

129.6

(国鉄奈良駅・奈良交通)

有

国鉄奈良駅

(総理府統計局)

6

乗

被服

168.5

月

131.0

7

奈良交通名所めぐり

月

客

雑費

401,590

135.1

168.5

奈良公園

乗客

奈良県倒産状況

434,084

奈良・怯隆寺
西ノ示

(人)

143.フ

134.3

5,509

月別

乗

144.フ

,6

摘要

5,035

客

月

2,432

7月

件数

希

5
住
不

市良
通

奈

市良
通

奈

良奈
通

大

本

市良
通

奈

市良
通
奈

良奈
通

生
.

34
02
991

△

92
△

62
18△
781
0

先
月
七
・
八
日
の
両
日
に
わ
九
り

中
堅
女
子
社
員
の
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
九
。
定
員
五
0
名
に
対
し
八
0

名
の
申
込
み
が
あ
り
相
変
わ
ら
ず
の

人
気
講
座
ぶ
り
と
な
り
ま
し
九
▼
と

い
う
の
も
本
講
座
昨
年
第
一
回
目

を
実
施
百
数
十
名
と
い
う
近
年
に

な
い
参
加
者
を
集
め
た
実
績
が
あ
り

ま
す
▼
女
性
の
職
場
進
出
は
目
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
る
の
は
周
知
の
と
お

り
、
女
性
管
理
職
も
続
々
登
場
し
つ

つ
ぁ
る
昨
今
、
奮
座
は
真
に
時
流

に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
▼

受
講
者
の
方
々
は
、
研
修
を
受
け
た

内
容
を
職
場
て
充
分
に
活
用
さ
れ
、

働
く
女
性
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を

'

も
ち
、
増
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

△

計

<

数

数
率

足
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新
月
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径前月対同
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新
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発
行
所

査
市
登
大
路
町

豁
番
地
2

奈
良
商
工
会
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所

編
集
責
任
者紺

家
稔

欄
奈
良
明
新
社

一
部
五
十
円
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大
幅
な
初
任
給
の

上
昇
止
ま
る

1
昭
和
弱
年
度
初
任
給
調
査
1

企
業
の
賃
金
管
理
と
求
人
に
関
秀
な
人
材
の
確
保
の
た
め
の
初
任

す
る
基
礎
資
料
の
目
的
て
淵
査
を
給
を
高
く
し
て
求
人
に
対
処
し
よ

進
め
て
い
九
昭
和
五
十
五
年
度
初
う
と
す
る
企
業
の
姿
勢
は
影
を
ひ

任
給
の
調
査
概
要
が
こ
の
ほ
ど
ま
そ
め
、
安
定
成
長
経
済
の
影
響
が

と
ま
っ
た
0

初
任
給
の
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き

そ
れ
に
よ
る
と
、
数
年
前
の
優
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

マ
採
用
状
況

昭
和
五
十
五
年
三
月
卒
の
採
用
状

況
は
全
回
答
事
業
所
の
う
ち
「
採
用

し
九
L
 
と
の
回
答
事
業
所
は
七
十
四

社
て
五
七
・
四
%
、
「
採
用
希
望
だ

つ
た
か
出
来
な
か
っ
た
」
と
の
回
答

事
業
所
は
十
一
社
て
八
・
五
%
、
「

採
用
し
な
か
っ
た
」
は
四
十
四
社
て

三
四
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
採
用
希
望
だ
っ
た
が
出

来
な
か
っ
九
」
理
由
の
内
訳
を
み
る

と
「
応
募
者
が
な
か
っ
た
し
が
三
六
・

四
%
、
「
採
用
時
期
に
遅
れ
た
」
「
そ

の
他
」
て
六
=
一
・
六
%
と
な
っ
て
い

る
。
「
採
用
し
な
か
っ
た
」
理
由
の

内
訳
は
「
充
足
し
て
い
る
」
五
二
.

三
%
、
「
会
社
に
あ
っ
た
応
募
者
が

い
な
い
」
六
・
ハ
%
、
「
景
気
の
先

行
見
通
し
が
悪
い
し
、
「
中
途
採
用

て
充
足
」
、
「
人
員
過
剰
」
が
各
二

.
三
%
、
「
そ
の
他
L
 
三
四
・
 
0
%

、
・
,
,
,
参
考

0
調
査
時
点
昭
和
五
十
五
年
一

二
月

0
調
査
対
象
任
意
抽
出
法
に

よ
る
奈
良
市
内
一

事
業
所
三
六
9

社
を
対
象
(
回
一

答
率
三
五
・
ハ

%
)

0
劣
初
任
給
の
算
出
は
単
純
一

算
術
舌
に
よ
る
(
渚
手
当

は
除
く
)

と
な
っ
て
い
る
。

マ
職
種
別
初
任
給

〔
中
学
卒
の
部
〕

①
男
子

全
職
種
舌
初
任
給
は
八
三
四

二
円
て
最
高
額
は
九
二
0
0
0
円
、

最
低
額
は
六
三
五
0
0
円
て
あ
る
。

旻
子

女
子
の
舌
初
任
給
は
八
二
三
八

三
円
て
最
高
額
は
九
0
0
0
0
円
、

最
低
額
は
七
五
0
0
0
円
て
あ
る
。

〔
高
校
卒
の
部
〕

①
男
子

全
職
種
劣
初
任
給
は
八
八
七
七

二
円
て
、
作
業
職
舌
初
任
給
は
九

一
五
六
六
円
事
務
職
舌
初
任
給

は
八
七
六
八
四
円
、
技
術
職
舌
初

任
給
は
八
七
二
0
二
円
で
あ
る
。
全

職
種
を
通
じ
て
最
高
額
は
事
務
職
の

-
 
0
四
0
0
0
円
、
同
じ
く
最
低
額

は
事
務
職
、

一

三
0
0
0
円
、
最
低
額
は
同
じ
く
事

務
職
の
八
0
0
0
0
円
て
あ
る
。
ま

た
、
作
業
職
の
秀
は
九
八
五
八
九

円
、
事
務
職
は
九
四
九
八
二
円
、
技

術
職
は
九
六
一
七
五
円
て
あ
る
。

〔
大
学
卒
の
部
〕

①
男
子

舌
初
任
給
は
-
0
六
9
 
五
円

て
あ
り
、
最
高
額
は
事
務
職
の
三

一
九
0
0
円
、
最
低
額
は
事
務
職
の

八
三
0
0
0
円
て
あ
る
。
ま
た
、
作

業
職
舌
は
-
 
0
八
四
二
五
円
、
事

務
職
は
-
 
0
六
0
三
円
、
技
術
職

は
-
 
0
三
九
ご
両
て
あ
る
。

旻
子

女
子
の
劣
初
任
給
は
-
0
四
七

一
三
円
て
、
最
高
額
は
全
職
種
と
も

三
五
0
0
0
円
、
最
低
額
は
事
務

職
の
八
五
0
0
0
円
て
あ
る
。
ま
た
一

各
職
種
舌
は
、
作
業
職
-
 
0
七
八

二
五
円
、
事
務
職
-
 
0
二
八
九
六
円

技
術
職
-
 
0
五
二
三
八
円
て
あ
る
。

〔
調
寓
容
か
ら
見
た
特
徴
点
〕

◎
中
学
卒
男
女
の
平
均
初
任
給
は
八

一
五
0
0
円
前
後
を
示
し
、
一
局
校
卒

は
男
女
と
も
八
七
五
0
0
円
前
後
、

短
大
卒
は
同
じ
く
九
六
五
0
0
円
、

大
帯
に
つ
い
て
は
男
子
-
0
六
0

0
0
円
、
女
子
は
-
 
0
五
0
0
0
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

◎
企
業
間
て
の
初
任
給
の
格
差
は
、

大
学
卒
三
八
九
0
0
円
、
一
局
校
卒
二

九
0
0
0
円
て
徐
々
に
狭
ま
る
雋

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

円
て
あ
る
。

旻
子

女
于
の
舌
初
任
給
は
八
六
四
八

一
円
て
、
作
業
職
舌
初
任
給
は
八

七
二
四
0
円
事
務
職
舌
初
任
給

は
八
五
八
二
四
円
技
術
職
秀
初

任
給
は
八
七
0
六
五
円
て
あ
る
。
全

職
種
を
通
じ
て
最
高
額
は
事
務
職
の

-
8
七
五
同
同
じ
く
最
低
額
は

作
業
職
の
六
五
0
0
0
円
て
あ
る
。

〔
短
大
卒
の
部
〕

①
男
子

男
子
秀
初
任
給
は
九
七
三
四
七

円
て
、
最
高
額
は
作
業
職
事
務
職

の
三
五
0
0
0
円
、
最
低
額
は
全

職
種
と
も
八
三
三
0
0
円
て
あ
る
。

ま
た
、
作
業
職
の
舌
は
九
九
六
五

三
円
、
事
務
職
は
九
七
二
八
0
円
、

技
術
職
は
九
五
一
五
三
円
て
あ
る
。

畏
子

女
子
の
平
均
初
任
給
は
九
五
九
八

二
円
て
、
最
高
額
は
事
務
職
の
三

氷
企
業
に
対
す
る
技
術
指
導
体

制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
施
策
と
し

て
、
中
小
企
業
の
新
製
品
・
新
技
術

開
発
等
に
関
す
る
技
集
導
を
個
別

継
続
的
に
行
う
「
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ

1
制
度
」
か
本
年
七
月
一
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
0

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
と
は
、

豊
か
な
着
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に

よ
る
新
製
品
・
新
技
術
開
発
等
、
中

小
企
業
独
自
て
は
解
决
困
難
な
製
品

又
は
製
造
工
程
等
に
関
す
る
技
術
的

諸
問
題
に
つ
い
て
適
切
な
技
術
指
導

を
行
い
、
そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
新
製
品
・
新

技
術
の
開
発
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も

に
朱
企
業
の
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
0

本
年
度
は
、
当
奈
良
県
を
は
じ
め

三
十
四
府
県
て
実
施
さ
れ
る
。
利
用

瓢
は
次
の
通
り
。

マ
対
象
企
業

中
小
企
芙
従
業
員
三
百
人
以
下

又
は
資
本
金
一
億
円
以
下
。

▽
指
導
期
間

原
則
と
し
て
、
一
企
業
一
課
題
に

つ
き
年
間
延
日
数
五
日
以
内
。

マ
実
施
期
間

奈
良
県
工
業
試
験
場

(
奈
良
市
架
町
三
九
1
-
.

T
E
L
邑
八
一
七
)

申
込
窓
口
・
同
試
験
場
総
務
課

マ
斡
旋
期
問

県
商
工
課
中
小
企
業
総
合
指
導
所

(
査
市
登
大
路
町
・
 
T
E
L
⑫

三
0
-
閥
)

マ
所
要
経
費

無
料
(
但
し
、
一
部
経
費
負
担
の

伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
か
か
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

国
及
び
県
て
負
担
す
る
が
、
工
業

試
験
場
へ
持
込
み
検
査
さ
れ
る
場

合
の
一
部
検
査
、
証
明
手
数
料
に

つ
い
て
は
負
担
願
う
場
合
が
あ
る
。

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
「
不
況
業
種
」

の
指
定
及
び
指
定
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
昭
和

五
十
五
年
六
月
二
十
七
日
付
け
、
通

商
産
業
省
告
示
第
二
八
四
号
て
、
中

小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項

第
三
号
の
規
定
に
基
、
づ
く
業
種
(
い

わ
ゆ
る
「
不
況
業
種
」
)
の
指
定
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
新
規
指
定
は
な

く
、
過
去
に
指
定
し
た
業
種
て
あ
っ

て
指
定
期
問
が
切
れ
て
い
た
業
種
の

う
ち
、
需
要
が
減
少
し
、
そ
の
経
営

が
悪
化
し
て
い
る
毛
織
物
業
細
幅

織
物
業
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
履
物

・
同
附
属
品
製
造
業
を
再
び
指
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
0

ま
た
、
六
月
三
十
日
て
期
限
切
れ

と
な
る
予
定
て
あ
っ
た
二
十
二
業
種

の
う
ち
、
依
然
と
し
て
業
況
の
改
善

・
安
定
等
が
み
ら
れ
な
い
水
産
練
製

品
製
造
業
、
絹
織
物
業
、
織
物
手
加

工
染
色
整
理
業
及
び
石
油
燃
焼
器
具

製
造
業
等
に
つ
い
て
は
、
一
部
業
種

を
除
き
、
引
続
き
指
定
期
間
を
昭
和

五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
て
延
長
す

る
こ
と
と
し
ま
し
九
。

ち
な
み
に
前
回
ま
て
指
定
さ
れ
て

い
た
業
種
の
う
ち
、
今
回
指
定
を
解

除
さ
れ
た
業
種
を
挙
げ
る
と
次
の
と

お
り
て
す
。

「
そ
の
他
の
水
産
食
料
品
製
造
業

及
び
紡
織
用
紙
管
製
造
業

<
昭
和
五
十
五
年
七
月
一
日
か

技
術
職
又
五
0
0
0

(

ら
九
月
三
十
日
ま
て
指
定
さ
れ
た

業
種
>

一
、
水
産
練
製
品
製
造
業

ニ
、
め
ん
類
製
造
業
(
乾
め
ん
類
製

造
業
及
び
即
席
め
ん
製
造
業
を
除

く
)

三
、
絹
織
物
業
毛
織
物
業
、
メ
リ

ヤ
ス
製
造
業
(
く
つ
下
製
造
業
を

除
く
)
、
織
物
手
加
工
染
色
整
理

業
(
ス
カ
ー
フ
な
つ
染
業
に
限
る
)

及
び
細
幅
織
物
業
(
ゴ
ム
糸
入
り

織
物
業
に
限
る
)

四
、
木
箱
製
造
業
(
折
箱
製
造
業
を

除
く
)

五
、
に
か
わ
製
造
業

六
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
履
物
・
同
附

属
品
製
造
業
(
。
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

靴
製
造
業
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

ス
キ
ー
靴
製
造
業
に
限
る
)

七
、
な
め
し
か
わ
製
造
業
及
び
革
製

手
袋
製
造
業

人
造
真
珠
製
造
業
及
び
石
綿
布

＼
、ノ糸

製
造
業

九
、
く
ぎ
製
造
業

十
、
石
油
燃
焼
器
具
製
造
業
及
び
電

気
め
っ
き
業
(
鋼
材
め
っ
き
業
を

除
く
)

士
、
舶
用
機
関
又
は
船
休
部
品
の
製

造
、
修
理
業

士
.
、
な
め
し
か
わ
製
運
動
用
具
製
造

業
、
ボ
タ
ン
製
造
業
及
び
マ
ッ
チ

製
造
業

一
丁

ず
イ

↑
吸方

(
参
き

一
、
不
況
業
種
指
定
に
よ
る
ホ

企
業
信
用
保
険
法
の
特
別
措
置

(
倒
産
関
連
特
例
保
証
)
の
内
容

一
付
保
限
度
額
の
別
匙
定

0
普
通
保
険
別
枠
と
し
て

七
千
万
円
(
注
・
組
合
は
一

億
四
千
万
巴

0
無
担
保
保
険
別
枠
と
し

2

地
一

i

=工ι

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

中
小
企
業
の
新
製
品
.

新
技
術
開
発
を
指
導

一
千
万
円

0
特
別
小
口
保
険
別
枠
と

し
て
三
百
万
円

⇔
普
通
保
険
の
て
ん
補
率
の
引

上
げ

七
0
%
か
ら
八
号
へ
引
上
げ

国
倭
料
の
軽
減
措
置

三
分
の
一
程
度
保
険
料
を
幌

減 K

フノ

一
■
.
■
■
 
1
 
:
:
 
1
 
■
.
■
■
 
1
 
●
●
●
●
●
 
1
 
●
●
●
●
 
1
 
●
●
●
●
 
1
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後
継
者
に
つ
い
て
考
え
る

L

さ
ま
ざ
ま
な
会
社
更
生
の
仕
事
に

携
わ
っ
た
体
験
か
ら
、
か
な
り
名
の

通
っ
た
企
業
が
つ
ま
づ
い
た
原
因
を

み
る
と
、
後
継
者
が
適
任
て
な
か
っ

た
と
い
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
「
兄
弟
が
二
派
に
わ
か
れ
て
経

営
者
を
争
っ
た
」
と
か
「
女
系
家
族

に
養
子
に
入
っ
九
若
社
長
が
適
任
て

な
か
っ
九
」
と
い
っ
た
例
を
あ
げ
る

と
き
り
が
な
い
。
同
族
経
営
が
長
続

き
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
経
営
者

と
し
て
適
し
て
い
な
い
息
子
や
養
子

に
経
営
を
讓
り
渡
す
こ
と
に
あ
る
。

ひ
と
く
ち
に
い
う
と
、
苦
労
し
て
い

な
い
二
代
目
が
経
営
を
受
け
継
い
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
。
金
銭
的
に
な

に
不
自
由
な
く
大
学
を
終
え
、
す
ぐ

親
が
経
営
す
る
会
社
に
入
り
、
部
長

だ
、
取
締
役
だ
と
い
っ
た
要
職
に
つ

く
。
他
人
の
メ
シ
を
食
べ
九
こ
と
の

な
い
二
代
目
が
、
い
き
な
り
要
職
に

坐
っ
て
も
う
ま
く
い
く
筈
が
な
い
0

あ
る
青
年
会
議
所
の
集
り
に
招
か

れ
て
話
を
し
九
。
そ
の
時
に
「
経
営

が
う
ま
く
い
か
な
い
0
 
ど
う
し
九
ら

い
い
か
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
。
会
員
の
多
く
は
二
代

目
あ
る
い
は
三
代
目
の
経
営
者
て
あ

る
。
そ
こ
て
私
は
「
親
か
ら
受
け
継

い
だ
仕
事
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る

早の
は
貴
方
て
あ
り
、
ま
た
、
ど
ぅ
し

た
ら
い
い
か
を
知
っ
て
い
る
の
も
貴

方
自
身
て
は
な
い
か
。
そ
れ
を
実
行

て
き
る
勇
気
が
あ
る
か
な
い
か
て
は

な
い
か
」
と
答
え
た
。
手
っ
と
り
早

く
い
え
ば
、
自
分
の
女
房
の
兄
貴
や

お
じ
さ
ん
と
い
っ
た
人
を
解
雇
す
る

こ
と
が
て
き
る
か
と
い
う
こ
と
て
あ

る
。
や
れ
る
か
や
れ
な
い
か
、
勇
気

と
决
断
の
問
題
て
は
な
か
ろ
う
か
。

企
業
は
、
仕
事
を
維
持
し
て
い
く

以
上
に
後
継
者
の
養
成
が
大
切
て
あ

る
。
こ
れ
は
N
に
は
い
か
な
い
。

社
長
な
ら
社
長
が
、
次
の
時
代
を
こ

さ
え
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
理

{
谷
業
や
ク
リ
ー
一
一
ン
グ
業
な
ど
自
営

業
て
も
、
自
分
の
子
供
に
譲
る
場
合

に
は
、
子
供
を
そ
の
よ
う
に
養
成
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
後
継
者
養
成
は
大
変
む
ず
か
し

い
こ
と
て
あ
る
。

大
企
業
で
は
、
い
や
お
う
な
し
に

後
継
者
は
て
き
て
く
る
。
社
長
は
仕

事
の
遂
行
は
も
と
よ
り
だ
が
、
後
継

者
て
あ
る
次
期
社
長
を
養
成
す
る
こ

と
が
大
切
だ
し
義
務
て
も
あ
る
。
後

継
者
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
仕
事
の

影
響
も
あ
る
し
、
人
事
問
題
か
ら
会

社
の
将
来
に
禍
根
を
残
す
原
因
に
も

理
想
的
に
は
、
爲
な
社
員

な
る
。

C 重
三

の
中
か
ら
候
補
者
を
選
び
、
何
年
も

か
か
っ
て
後
継
者
に
育
て
て
い
く
こ

と
て
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
計

画
的
に
転
勤
さ
せ
る
な
ど
、
見
込
み

の
あ
る
社
員
の
九
め
の
コ
ー
ス
は
必

要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
派

閥
が
て
き
な
い
と
は
限
ら
な
い
が
、

あ
る
程
度
の
規
模
に
な
る
と
、
そ
れ

は
許
さ
れ
な
く
な
る
。
た
だ
、
次
期

社
長
を
決
め
る
時
に
、
現
社
長
が
自

分
に
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
部
下

を
後
継
者
に
選
ぶ
傾
向
は
強
い
よ
う

て
あ
る
。

急
成
長
を
し
て
い
る
あ
る
大
企
業

の
こ
と
だ
が
、
多
忙
を
極
め
る
社
長

自
か
ら
私
の
と
こ
ろ
え
来
て
、
「
こ

う
い
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
知

つ
て
い
れ
ぱ
ぜ
ひ
あ
わ
せ
て
ほ
し

い
し
と
真
剣
に
た
ず
ね
る
。
急
成
長

し
た
新
し
い
会
社
は
、
一
か
ら
養
成

し
た
の
て
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、
社
長
自
身
が
出
掛
け
て

く
る
と
い
う
登
は
、
よ
い
後
継
者

を
見
つ
け
九
い
一
念
に
ほ
か
な
ら
な

ま
九
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ス

0
いカ

ウ
ト
も
必
要
だ
と
思
っ
0
 
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
る
企
業
は
何
ら
か
の
理
由
が

あ
る
。
逆
に
、
社
員
が
喜
ん
て
働
い

て
い
る
会
社
な
ら
、
ど
ん
な
甘
言
を

も
っ
て
し
て
も
誰
も
辞
め
な
い
だ
ろ

う
。
辞
め
る
の
は
、
例
え
ぱ
、
社
長

の
公
私
混
同
に
正
義
感
が
許
さ
な
い

な
ど
、
そ
こ
に
居
づ
ら
く
な
る
何
か

の
原
因
が
あ
る
。
少
し
横
道
に
そ
れ

る
が
、
み
ん
な
働
き
た
い
の
て
あ
る
。

働
か
な
い
と
い
う
の
は
、
働
か
な
い

原
因
が
仕
事
以
外
に
あ
る
。
性
格
と

仕
事
が
合
わ
な
い
と
か
、
上
役
と
性

格
が
ま
る
う
き
り
ち
が
う
と
か
、

き
た
く
て
も
予
算
が
な
い
と
か
ー
。

社
長
は
金
が
な
い
な
ら
金
を
集
め
る

こ
と
に
一
生
懸
命
努
力
す
る
。
社
員

が
働
き
に
く
そ
う
だ
っ
た
ら
そ
れ
は

何
が
原
因
か
を
探
し
、
そ
れ
を
埋
め

る
努
力
を
す
れ
ば
、
社
員
は
感
激
し

て
働
い
て
く
れ
る
。
日
本
は
終
身
雇

用
制
な
る
が
故
に
会
社
に
対
す
る
愛

社
心
が
あ
る
。
何
千
、
何
万
と
い
う

部
品
の
組
み
立
て
を
や
る
場
合
に
、

誠
心
こ
め
て
や
る
と
や
ら
な
い
と
て

は
て
き
あ
が
っ
た
製
品
に
大
変
な
ち

が
い
が
て
る
。
米
国
て
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
給
料
を
こ
れ
だ
け
も
ら

つ
て
い
る
か
ら
こ
れ
だ
け
の
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
と
い
う
義
務
観
念
は
あ
る
。

し
か
し
九
だ
そ
れ
だ
け
て
あ
る
。
だ

か
ら
真
の
愛
社
心
の
う
え
に
た
つ
後

継
者
は
米
国
に
は
い
な
い
。

最
後
に
、
後
継
者
養
成
に
関
連
し

て
、
商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所
が

中
心
に
な
っ
て
、
地
盆
方
て
中
小

企
業
の
た
め
の
人
材
銀
行
の
設
置
を

提
案
し
た
い
。

優
良
従
業
員
表
彰
募
集
要
網

推
せ
ん
締
切
り
は
9
月
即
日

当
所
て
は
、
地
場
産
業
発
展
と
商

工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
目
的
と
し

て
左
記
要
網
に
よ
り
優
良
従
業
員
の

表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

奮
っ
て
御
推
せ
ん
下
さ
い
。

優
良
従
業
員
表
彰
要
網

マ
主
催
奈
良
商
工
会
議
所

マ
表
彰
の
基
準

①
会
員
事
業
所
の
従
業
員
て
、
女
子

勤
続
五
年
、
男
子
勤
続
十
年
以
上
の

者
て
、
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
備

え
て
い
る
者

イ
常
に
責
任
感
念
が
強
く
黙
々
と
し

て
職
務
に
精
励
、
企
業
に
貢
献
し

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
者

口
企
業
の
隆
盛
振
興
に
貢
献
す
る
処

多
大
に
し
て
後
進
の
指
導
も
よ
く

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
者

巨
会
員
事
業
所
の
従
業
員
て
職
務
精

励
に
し
て
発
明
、
考
案
改
良
及

び
生
産
性
の
向
上
、
経
営
の
合
理
化

等
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
も
の

〔
注
〕
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
推
せ
ん
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

①
既
に
当
所
の
表
彰
を
受
け
た
者

(
但
し
、
勤
続
三
十
年
以
上
の

者
は
除
く
)

(

早
川
種
三
氏
の
略
歴

明
治
三
十
年
生
れ
。
八
十
二

歳
。
慶
大
卒
。
会
社
再
建
に
取

り
組
ん
て
半
世
紀
。
興
人
再
建

を
最
後
に
引
退
宣
言
を
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
山
登
り
が
趣
味

て
あ
る
氏
は
、
山
登
り
の
精
神

を
も
っ
て
会
社
再
建
に
あ
た
っ

た
。

呈
業
所
の
役
員
て
あ
る
者

呈
業
主
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

以
内
の
従
業
員

ワ
推
せ
ん
方
法

イ
必
ず
所
定
の
用
紙
(
送
付
済
み
)

を
使
用
の
う
え
、
経
営
者
よ
り
の

推
せ
ん
と
す
る

口
常
時
使
用
従
業
員
五
0
人
庸
の

事
業
所
に
あ
っ
て
は
一
名
、
五
0

人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
二

名
と
し
、
他
に
表
彰
さ
れ
た
事
例

の
あ
る
場
合
は
写
し
を
添
付
し
て

下
さ
い
。

ハ
個
人
よ
り
法
人
等
へ
の
組
織
変
更

の
場
合
は
、
そ
の
資
本
形
祭
同

一
て
あ
る
限
り
年
限
継
続
は
認
め

ま
す
。
ま
た
、
合
併
の
場
合
も
同

様
と
し
ま
す
。

二
勤
続
年
数
の
算
定
は
十
一
月
二
十

七
日
現
在
と
す
る
。

マ
推
せ
ん
締
切
日
及
び
提
出
先

昭
和
五
十
五
年
九
月
三
0
日
(
火
)

(
当
日
消
印
有
効
、
期
日
後
は

受
付
け
ま
せ
ん
)

宛
先
査
商
工
会
議
所
業
務
部

優
良
従
業
員
表
彰
係

▽
被
表
響
の
選
考

業
所
負
K
L
、

被
表
彰
者
は
別
に
定
め
る
選
考
委

員
会
に
付
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

尚
、
決
定
し
だ
い
事
業
所
宛
に
通

知
致
し
ま
す
。

マ
協
賛
金

表
彰
経
費
の
一
部
と
し
て
被
表
彰

者
一
名
に
つ
き
金
六
千
円
を
ご
負
担

願
い
ま
す
。

な
お
、
協
賛
金
は
黒
品
の
一
部

と
し
て
充
当
い
九
し
ま
す
の
て
、
事

4

表
彰
決
定
時
に
納

入
依
頼
致
し
ま
す
。

マ
表
彰
方
法

被
表
彰
者
並
び
に
事
業
主
同
伴
の

う
え
、
十
一
月
二
十
七
日
、
当
所
に

お
い
て
開
催

※
そ
の
他
、
当
表
彰
に
関
す
る
お
問

い
合
せ
は
、
当
所
業
烹
優
良
従

業
員
表
彰
係
ま
て
(
T
E
L
璽
<

三
三
)

倒
産
防
止

特
別
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

1
倒
産
防
止
特
別
相
談
室
1

当
所
倒
産
防
止
特
別
相
談
室
て
は
次
の
要
領

に
よ
り
「
倒
産
防
止
特
別
セ
ミ
ナ
ー
L
 
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
九
月
二
十
四
日
咽

午
後
一
時
S
同
四
時
三
0
分

▽
場
所
当
所
四
階
中
ホ
ー
ル

▽
講
師

◎
『
危
な
い
会
社
の
早
期
発
見
と
自
社
の
防
衛
対
策
』

公
認
会
計
士
中
嶌
良
次
氏

◎
『
売
掛
債
権
回
収
の
法
律
知
識
』

弁
護
士
川
井
信
明
氏

▽
受
講
料
無
料

斤戸

※
そ
の
他
本
件
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
当
所
業

務
課
ま
て
。

"
蔦

5

第144号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース昭和55年9月10日(毎月1回10日発行) 第144号(第三種郵便物認可)

企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょう・・・・
一国内船よび世界各国の特許・実用新案・意匠・商標一ダ゜
田内外国特許事務

所長弁理士蔦田 1章 田正人弁理士
森正博弁理士

大阪市東 番地2 丁目区瓦
(堺筋本町北 ル8 F)東側ハラダビへ20om

阪(06)電話大 227-5535~5557

1 奈良商工今議所中小企業相談所顧問

奈良会議所ニュース 昭和55年9月10日(毎月1回10日発行)

(,

川



海
外
に
み
る
中
小
企
業
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

東
京
電
力
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

副
所
長
加
納

「
北
海
の
石
油
は
大
海
の
一
滴
に

等
し
い
0
」
ー
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
関
係

者
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
印
象
的
だ
っ

イ
ギ
リ
ス
は
、
ひ
と
こ
ろ
石
炭
の

不
振
に
加
え
輸
入
石
油
の
増
大
も
あ

つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
外
依
侮

が
五
割
近
く
に
も
達
し
て
い
九
。
と

こ
ろ
が
、
北
海
の
石
油
や
天
然
ガ
ス

の
開
発
に
成
功
し
九
結
果
本
年
中

に
待
望
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
完
全
自
給
」

を
達
成
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

ン
ド
ン
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
時
に
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
小
企
業
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
に
関
し
て
貴
重
な
経
験
談

を
聞
い
た
の
て
ご
参
考
に
供
し
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
に
は
約
九
万
六
千
の
工

場
が
あ
り
、
中
小
企
業
を
中
心
と
し

九
産
業
部
門
て
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

約
四
0
%
を
消
費
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
企
業
て
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

上
の
蕪
言
し
て
次
の
四
つ
が
あ
る
。

一
つ
は
ト
ッ
プ
の
無
関
心
。
ほ
と

ん
ど
の
企
業
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
の
ウ
エ
イ
ト
は
数
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に

過
ぎ
な
い
。
二
つ
は
責
任
者
の
不
在
。

三
つ
は
改
善
情
報
の
不
足
。
四
つ
は

投
資
の
回
収
期
間
の
長
さ
。

長
い
産
業
国
家
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
国
て
あ
る
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
や

建
物
な
ど
古
い
非
効
率
な
投
備
が
多

く
、
「
ま
だ
使
え
る
」
(
ス
テ
ィ
ル
.

ユ
ー
ス
フ
ル
)
と
い
う
保
守
的
な
体

質
が
こ
れ
ら
の
更
新
を
遅
ら
せ
て
い

る
こ
と
も
問
題
て
あ
る
と
感
じ
ら
れ

た
。省

エ
ネ
成
功
物
語

ト
ッ
プ
の
関
心
を
局
め
る
に
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
成
功
物
語
が
実
名

て
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
盲
効
の
よ
う

ン
タ
ー

時
男

だ
。
 
X
X
製
造
所
は
、
ポ
イ
ラ
ー
の

取
替
。
ハ
イ
プ
の
断
熱
改
晝
ド
レ

ン
回
収
て
い
く
ら
、
さ
ら
に
キ
メ
細

か
い
管
理
て
X
千
万
円
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
、
と
い
う
よ
う
な
広
告
が
政
府
か

ら
出
さ
れ
る
と
、
話
が
具
体
的
か
つ

純
益
に
つ
な
が
る
と
あ
っ
て
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者

ト
ッ
プ
が
関
心
を
局
め
九
と
こ
ろ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に
責
任
を
負

う
人
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
」
と

名
づ
け
て
設
圖
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
目
的

て
あ
り
、
こ
れ
が
実
効
を
あ
げ
る
に

は
、
実
態
を
記
録
し
、
分
析
し
、
改

善
目
標
と
手
段
を
設
定
し
、
推
進
す

る
組
織
的
努
力
1
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
1
が
不
可
欠
て
あ
り
、
こ

の
推
進
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
て

あ
る
。
わ
が
国
の
よ
う
な
法
律
に
基

つ
く
措
置
て
は
な
い
が
、
す
て
に
全

英
て
五
千
人
に
達
し
て
い
る
。

充
実
す
る
諭
指
導

一
つ
一
つ
の
事
業
所
に
エ
ネ
ル
ギ

1
管
理
の
専
門
家
を
お
け
な
い
の
は
、

わ
が
国
と
同
様
の
悩
み
て
あ
る
。
こ

の
た
め
、
政
府
は
三
百
人
の
専
門
家

の
り
ス
ト
を
備
え
、
各
企
業
が
必
要

に
応
じ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
器
断

指
導
を
依
頼
し
た
場
合
に
そ
の
費
用

を
助
成
し
て
い
る
。
そ
の
額
は
、
日

帰
り
調
査
の
場
合
七
十
五
ポ
ン
ド

(
約
四
万
円
)
を
上
限
と
し
て
お
り
、

す
て
に
約
二
万
件
の
実
績
が
あ
る
。

し
か
し
、
政
府
は
、
北
海
の
石
油

が
増
産
限
界
を
越
え
た
後
の
需
給
を

心
配
し
て
、
大
規
模
な
省
エ
ネ
ル
ギ

1
方
策
(
二
0
0
0
年
ま
て
に
現
状

の
二
O
S
二
四
%
改
盖
巳
の
推
進

石
炭
の
五
割
増
産
原
子
力
の
開
発

を
三
本
の
柱
に
す
え
て
全
力
投
球
を

し
て
い
る
。

中
小
企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
壁

こ
の
た
び
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

(
二
十
一
力
国
加
盟
・
本
部
。
ハ
リ
)

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
推
進
を

全
加
盟
国
一
斉
に
行
う
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
、
数
回
に
わ
た
り
各
国
の
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
先
日
、
ロ

投
資
補
助
の
充
実

企
業
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
を
た

め
ら
う
最
大
の
原
因
は
、
投
資
が
短

期
間
に
回
収
て
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。

そ
こ
て
政
府
は
、
二
五
%
に
及
ぶ
投

資
補
助
金
制
度
を
設
け
、
古
い
設
備

の
更
新
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
市

場
開
発
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

関
す
る
鉦
鷲
屯
話
に
よ
る
相
讐
口

も
開
設
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
助
成

策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
局
騰
に
よ

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
も
よ
う
や

く
中
小
企
業
に
動
意
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
0

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
な
る
合
盲
葉

て
は
な
く
、
身
近
か
に
あ
る
タ
ネ
を

い
か
に
育
て
る
か
の
知
恵
て
あ
り
、

新
し
い
企
業
化
、
企
業
の
活
性
化
の

機
会
て
あ
る
、
と
い
う
の
が
強
く
受

け
た
印
象
て
あ
っ
た
。

即
年
代
の
日
本
経
済
展
望
ノ
.

1
夏
季
集
中
講
座
1

奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

商
学
博
士
由
比
凌
氏

め暑
園テ双

気電
大

店
薫
]
抑

良
耒
5
⑳

不
、
 
2
 
j

ノ
丁
 
2

事
長
辻
町

木
工
店
木
(

土
気
支
西

災
畿
良
T

防
近
奈

調装電

去
る
8
月
円
日
.
部
日
.
 
9
月
1

日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
食
県
立

短
期
大
学
教
授
由
比
凌
氏
を
お
招
き

し
、
郡
名
が
参
加
し
て
夏
季
集
中
講

座
を
実
施
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨

て
あ
る
。

<
8
月
円
日
>
 
1
経
済
成
長
の
動
向

と
景
気
変
動
向
1

戦
後
わ
が
国
経
済
は
混
乱
の
中
か

ら
、
昭
和
部
年
の
朝
鮮
動
乱
の
特
需

を
跳
躍
台
と
し
て
諸
々
の
景
気
変
動

を
経
験
し
な
が
ら
も
昭
和
娼
年
秋
の

石
油
シ
,
ツ
ク
に
至
る
約
討
年
間
高

度
成
長
を
続
け
、
資
本
主
義
社
会
第

2
位
と
い
う
経
済
大
国
の
地
位
を
占

め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
局
度
成
長
期

の
特
徴
は
呈
質
W
%
成
長
②
短

期
不
況
③
V
字
型
景
気
回
復
て
あ

る
0
 
ま
た
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
は
低

成
長
経
済
へ
の
移
行
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
の
中
味
は
①
市
場
拡
大
率
の

鈍
化
②
企
業
問
鯖
争
の
激
化
③

優
勝
劣
敗
原
理
の
貫
徹
④
大
企
業

体
制
の
強
化
⑤
選
択
の
強
化
⑥

輸
出
競
争
の
激
化
等
を
中
心
と
す
る

厳
し
い
経
済
璽
て
あ
る
。

さ
ら
に
不
確
径
の
即
年
代
と
言

わ
れ
る
背
景
は
①
。
ハ
ソ
ク
ス
ア
メ
リ

C
」
、

(

風
'

.
、
一
『

カ
ー
ナ
の
崩
壊
異
術
革
新
の
停

滞
智
源
に
対
す
る
大
口
支
配
体

制
の
動
揺
④
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
効

用
の
鈍
化
⑤
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収

支
赤
字
容
需
造
の
崩
壊
等
を
諸
要

因
と
し
て
、
高
度
成
長
下
資
本
主
義

社
会
を
安
定
化
さ
せ
て
き
た
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
崩
壊
を
背
景
と
し
て
い
る
。

<
8
月
部
日
>
 
1
国
際
通
貨
不
安
.

資
源
制
約
を
め
ぐ
る
諸
問
單

ア
メ
リ
カ
の
一
通
貨
て
あ
る
ド
ル

が
1
M
F
体
制
下
ー
オ
ン
ス
・
肪
ド

ル
と
い
う
金
の
公
定
価
格
に
基
づ
い

て
国
際
通
貨
・
基
軸
通
貨
と
し
て
、

為
替
相
場
を
安
定
さ
せ
、
世
界
経
済

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
畢
費
支

出
の
増
大
を
中
心
に
国
際
収
支
の
継

続
的
赤
{
婁
背
景
に
世
界
的
に
ド
ル

が
過
剰
す
る
中
て
ド
ル
価
値
が
低
落

し
、
遂
に
俳
年
8
月
ニ
ク
ソ
ン
・
シ

ヨ
ッ
ク
に
よ
り
金
・
ド
ル
交
換
停
止

と
い
う
形
て
事
実
上
1
M
F
体
制
が

崩
壊
し
、
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
国
際
通
貨
不
安
時

代
へ
突
入
し
た
。
こ
の
結
果
急
激
に

円
相
場
が
変
動
し
、
わ
が
国
経
済
に

多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

一
、
、
.

.

L

一

,

.
=
主
一
一
一
工
一
.
一
、
.
、
、
、

、

,

.
,
、
、

月

一
方
石
油
問
題
は
、
わ
が
国
経
済

が
昼
則
の
安
価
て
豊
富
な
石
油
を
テ

コ
に
高
度
成
長
を
継
続
し
、
そ
の
結

果
石
油
多
消
費
産
業
構
造
が
確
立
す

る
中
て
、
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
中

て
石
油
依
存
度
が
π
%
に
ま
て
達
し

て
い
る
わ
け
て
す
。
こ
の
よ
う
な
中

て
の
噺
年
秋
の
石
油
シ
.
ツ
ク
の
発

生
は
わ
が
国
経
済
に
大
混
乱
を
も
た

ら
し
た
わ
け
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

石
油
問
題
の
世
界
経
済
に
与
え
る
影

響
は
①
生
産
拡
大
の
鈍
化
易
価
高

の
加
速
③
不
況
の
誘
発
等
が
考
え
ら

れ
、
こ
れ
は
正
に
低
成
長
へ
の
移
行

を
意
味
す
る
わ
け
て
す
。

(
文
責
事
務
局
)

重
三
子
寺
髪

.

Ξ
=

ι
闇

゛

」

一

゛

一

「

.

一
一

J

一

4

6

.0

((
珠
算
検
定
(
一
S
三
級
)

受
験
者
に

記
念
シ
ー
ル
配
布

日
本
商
工
会
議
所
て
は
、
珠
謬

定
百
回
を
記
念
し
て
、
来
る
十
月
二

十
六
日
施
行
の
珠
纂
定
(
一
 
S
三

級
)
受
験
者
全
員
に
黒
シ
ー
ル
を

無
料
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

尚
、
県
定
試
験
の
受
付
け
は
九

月
二
十
二
日
卿
S
十
月
三
日
型
て
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
検
定
係
(

T
E
L
璽
八
三
三
閃
)
ま
て
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

い
る

信
近
技
脚
撚

乎
ス
カ

n
 
ン
寉
は

^
一
^
、
ー
、
勺
^
,
.
、
「
、
一
、
.
、
ー
-
^
い

ハ
^
惡
1
.
ハ
ー
一
、
角
角
^
"
・
戸
貧
'
ξ
卑
知
,
お
"
小
キ
才
"
、
广
、
,
、
§
弔

荒
御
輿
脚
も
み
あ
ひ
て
角
曲
る

坂
多
き
異
人
館
町
枇
杷
熟
る
＼

雨
を
得
て
ま
こ
と
ゆ
か
し
や
沙
羅
の
花

山
楯
子
の
香
の
闇
に
し
て
築
地
み
ち

湯
上
り
の
児
の
背
に
残
る
水
着
あ
と

梅
雨
茸
を
ふ
み
て
声
あ
ぐ
乙
女
た
ち

の
う
ぜ
ん
や
茶
室
へ
渡
る
坊
の
廊

蝉
と
り
の
児
は
は
だ
し
に
て
し
の
び
足

砕
け
散
る
涛
や
礁
の
晩
夏
光

涼
し
さ
は
語
ら
ひ
奪
ふ
渓
の
音

荒
瀬
過
ぎ
瀬
音
に
か
は
る
蝉
時
雨

手
の
ひ
ら
に
空
蝉
の
せ
て
見
入
る
吾
子

走
る
鮎
見
え
て
釣
り
あ
ぐ
竿
さ
ば
き

又
一
つ
沙
羅
の
落
花
や
苔
の
上

山
中
山
木
選

良

7
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関西電力(株)奈
支店長和

た
0

支店

経営相談から資金のあっせんまて

お気軽に「商工会議所へ」

◎9月から
〔ゆかいなCM」が
始まります。

ー,

.

頼の大きさ・
電工の
術で式

亀_

吸し、成長する都市の、
テムをつくる
互^..・。
大きな信頼にこたえま,。

田善吉

,.・風,
,樋

'■゛.、

1',・乏'・

^ 'ゞ.

.

・'烹、t
J^

^

゛ー.'

,.゛,

".

^

゛.

.

せ'

^



キ
ャ
ン
プ
大
会

1
8
月
例
会
1

去
る
8
月
Π
日
冊
・
玲
日
卿
両
日

に
わ
た
り
、
樽
井
委
員
長
他
騎
名
が

参
加
し
て
吉
野
郡
天
川
村
天
の
川
青

少
年
旅
行
村
に
て
恒
例
の
フ
ァ
ミ
リ

!
キ
十
ン
プ
大
会
実
施
。

ま
ず
口
日
は
現
地
に
て
、
水
泳
・

魚
釣
・
す
い
か
割
・
も
ち
つ
き
大
会

ヘ
キ
ユ
ー
・
花
火
大
会
・
キ

.
、
、
~ノ

十
ン
。
フ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
さ
ら
に
映
画

大
会
等
多
彩
な
催
物
を
行
い
十
分
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。
翌
揺
日

は
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
周
遊

し
、
汗
を
流
し
て
無
事
帰
着
。

尚
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
十
ン
。
フ
大

会
実
施
に
つ
い
て
は
樽
井
委
員
長
他

△
吾
貝
皆
様
方
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

り
成
功
裡
に
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と

を
、
書
面
に
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1
例
会
参
加
者
急
世
「

本
年
の
例
会
は
七
宝
焼
講
習
会
・

ソ
十
ー
プ
事
業
所
見
学
・
ビ
ャ
ア
ー

。
ハ
ー
テ
ィ
ー
(
ビ
ー
ル
の
雑
学
)
.

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
。
7
大
会
等
ユ
ニ

ー
ク
な
例
会
の
企
画
、
か
つ
役
員
会

員
相
互
の
親
密
な
連
携
に
よ
り
例
会

参
加
者
急
増
ノ
.
青
年
部
は
着
々
と
そ

ノ

の
意
義
を
深
め
て
い
る
。

△
後
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部

そ
の
交
流
.
ユ
ニ
ー
ク
な
講
師
例
会

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
て
ょ
り

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
、
す
。

1

<
追
伸
>

冷
夏
の
夏
も
終
り
充
実
の
秋
の
到

来
。
し
か
し
、
社
会
経
済
政
治
情
勢

は
無
気
味
な
予
感
が
す
る
昨
今
。
今

後
若
手
経
営
者
の
創
意
と
開
拓
者
精

神
の
発
揮
に
お
お
い
に
期
待
す
る
も

の
て
あ
る
。

<
連
絡
>

一
、
円
月
例
会
(
研
修
委
員
会
担
当
)

講
師
例
会
を
逹

み
先

込
せ

申
合

お
ル

※

冒
1
 
1
 
■
゛
゛
 
1
冒
」
.
ム
.
Y
 
冒
゛
り
り
ー
゛
冒
1
冒
ユ
ー
゛
 
N
、
 
1
冒
、
ー
、
冒
冒
、
ー
.
イ
'
冒

^
^
、
^
旦
.
^
、
、
^
一
一

J
 
、
Ξ
 
1
 
^
Ξ
1
 
三
三
三
.
 
1
Ξ
 
1
 
呼
三
三
^
●
」
三
三
三
三
 
1
三
●
.
ー
^
■
 
1

謎
一
鄭
渉
当
河

旅
行
会
開
催

八
月
七
日
、
八
日
、
白
浜
方
面
へ

親
睦
旅
行
会
を
実
施
し
た
。
天
候
の

方
は
ぐ
づ
つ
き
も
よ
う
て
あ
っ
た
が

参
加
者
二
十
二
名
は
和
気
合
々
の
う

ち
に
過
こ
し
た
。

七
日
は
十
三
時
す
ぎ
に
白
浜
空

港
へ
到
着
。
海
上
自
衛
隊
の
Y
S
1

Ⅱ
に
体
験
と
ぅ
乗
を
し
、
十
六
時
、

白
良
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
入
る
。

翌
八
日
は
、
白
浜
ウ
ー
ル
ド
サ
フ

ア
リ
ー
を
見
学
ハ
マ
ブ
ラ
ン
カ
て
、

シ
,
ー
を
見
な
が
ら
昼
食
を
し
、
午

後
奈
良
を
目
ざ
し
帰
っ
た
。

奈
良
帰
着
十
九
時
三
十
分
て
、

参
加
者
一
同
大
変
満
足
げ
て
あ
う
た
。

欲
を
い
え
ば
参
加
者
が
少
し
少
な

い
よ
う
に
思
え
る
の
て
、
こ
の
様
な

企
画
が
あ
れ
ば
出
来
る
だ
け
参
加
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

八
月
例
会
開
催

八
月
十
二
日
、
正
午
よ
り
、
生
駒

、

ー
ー
ー
↓
「

ー
コ

/

奈
良
漬
店
社
長
、
生
駒
丈
夫
氏
に
、

よ
り
戦
争
の
諜
報
活
動
に
つ
い
て

暗
号
解
読
喜
よ
り
満
州
事
変
勃
発

前
夜
の
こ
と
な
ど
興
味
深
く
話
さ
れ
、

後
半
は
夏
バ
テ
防
止
、
健
康
な
身
体

を
つ
く
る
と
い
う
、
ニ
ン
ニ
ク
健
康

法
を
話
さ
れ
た
が
、
参
加
者
全
員
健

康
に
関
心
が
あ
る
よ
う
て
前
半
に
も

ま
し
て
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
ら
れ

ま
し
た
。事

業
委
員
会
開
催

八
月
十
四
日
午
後
四
時
よ
り
、

倶
楽
部
会
議
室
て
開
催
今
後
の
事

業
に
つ
い
て
種
々
協
議
し
た
。

(
行
事
予
定
)

ス
ツ
ア
ー
を
企
画

パ保
健
レ
ク
リ
エ
ー
シ
.
ン
部
て
は

<
吾
貝
対
象
に
バ
ス
ツ
ァ
ー
を
計
画
致

し
て
お
り
ま
す
。

概
要
は
次
の
通
り

十
月
三
日
午
前
九
時
出
壽
ー
ト

ピ
ア
別
「
神
戸
博
」
の
建
設
現
場
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
見
学
の
後
海

皇
て
海
織
理
を
味
わ
っ
て
頂
く
予

定
て
す
。
参
加
費
は
一
人
七
千
円
を

頂
き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
△
吾
貝
様
に

こ
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
て
、
ふ
る

つ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

ー
、
」
ー
ー
冒

亀

「
ー
'
ー
.
ー
ー

,
一
.
゛
一

与

'

、

一

ψ
"

、

0

,

Dキ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
囲
み
楽
し
い
一
時
を

過
こ
す

1
企
業
倒
産
が
多

轟
:
.
発
し
て
ぃ
る
。
万

:
■
.

経
渉

つ
事
態
に
立
ち
至

つ
て
も
自
業
自
得

入
烹
.

て
、
如
何
に
苦
し

く
と
も
耐
え
ぬ
く

よ
り
ほ
か
な
い
が
、
関
連
倒
産
に

巻
き
込
ま
れ
九
の
て
は
、
自
分
に

多
少
の
ミ
ス
が
あ
っ
九
と
し
て
も

上
N
く
に
も
姉
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

極
力
回
避
す
る
た
め
に
は
柔
よ

り
そ
れ
な
り
の
対
策
を
行
な
っ
て

お
く
こ
と
が
肝
要
て
あ
る

一
般
に
取
り
引
き
の
開
始
に
当

つ
て
は
慎
重
な
信
用
調
査
が
行
わ

れ
る
が
、
い
っ
た
ん
取
り
引
き
か

開
始
さ
れ
る
と
、
得
意
先
の
信
用

状
態
の
変
化
に
注
意
を
怠
り
か
ち

と
な
り
や
す
く
、
ま
し
て
や
取
り

引
き
期
間
が
数
年
な
い
し
十
年
以

上
と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
注
意
し

な
く
な
る
の
か
多
い
よ
う
て
あ
る

黒
先
の
信
用
状
態
を
知
る
方

法
と
し
て
は
①
興
信
所
な
ど
の
外

部
調
査
機
関
に
よ
る
調
査
、
②
得

意
先
へ
の
訪
問
や
商
談
を
通
じ
て

業
績
を
掌
握
す
る
商
談
調
査
③
当

方
と
の
取
引
状
況
の
変
化
(
売
上

高
の
変
動
、
売
上
債
権
の
回
収
状

況
な
ど
の
変
化
)
に
着
目
し
て

J
'
、

.

計
行博

設
谷

ノ

9

Cf、(

黒
先
の
営
業
状
態
や
資
金
繰
り
の

変
化
を
知
る
兆
候
調
査
等
が
あ
る

こ
こ
て
は
③
の
兆
候
調
査
を
中
心
に

説
明
す
る

永
企
業
て
は
得
意
先
元
帳
に
は

売
掛
金
の
推
移
だ
け
鴛
録
さ
れ
て

い
る
の
が
普
通
て
あ
る
。
し
か
し
債

権
管
理
を
き
ち
っ
と
行
う
に
は
受
取

手
形
(
割
引
手
形
・
譲
渡
手
形
を
含

む
)
の
管
理
も
あ
わ
せ
て
行
な
う
こ

と
が
必
要
と
な
る

そ
の
た
め
に
は
得
意
先
別
の
売
上

代
金
回
収
状
話
査
票
(
得
意
先
管

理
●
示
)
を
作
成
す
る
と
よ
い
。
こ
の

調
査
票
を
用
い
る
と
、
売
掛
残
高

回
収
率
や
手
形
の
サ
イ
ト
の
動
き
が

債
権
管
理
を
強
化
し
ょ
う

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

リ
ー

こ
れ
を
Z
図
表
と
い
う
。
こ
の
Z
図

表
に
代
金
回
収
状
況
を
プ
ラ
ス
し
た

の
が
別
図
て
あ
る

こ
の
よ
う
に
図
示
す
る
と
、
数
{
子

を
細
か
く
検
討
し
な
く
て
も
直
観
的

に
わ
か
る
の
て
便
利
て
あ
る
。
図
表

の
見
方
は
記
入
し
て
あ
る
が
、
一

二
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
④

回
収
高
累
計
と
は
毎
月
の
現
金
に
よ

る
集
金
と
受
取
手
形
の
落
ち
込
み
額

の
累
計
て
あ
る
。
ま
た
、
年
間
売
上

高
は
該
当
月
か
ら
過
去
一
年
間
の
吉

上
高
の
合
計
額
て
、
長
期
的
な
売
り

上
げ
の
す
う
勢
を
示
す
も
の
と
し
て

見
る
こ
と
か
て
き
る

中
小
企
業
諭
士
井
上
誠
逸

町
 
2

東
川

肺
 
2

ゴ
フ

良
=
 
L

奈
 
T

8

す
ぐ
わ
か
り
、
異
{
争
態
の
兆
候
の

発
見
に
役
立
つ
。
ま
九
、
信
用
限
度

額
を
得
意
先
毎
に
設
定
し
て
お
く
と

信
用
残
高
が
過
大
化
す
る
の
を
防
ぐ

の
に
も
有
効
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
信

用
限
度
額
は
絶
対
不
変
の
も
の
て
は

な
く
、
得
意
先
の
状
況
変
化
に
応
じ

て
適
宜
変
更
す
べ
き
て
あ
る

売
上
代
金
回
収
状
況
調
査
票
の
内

容
を
売
上
高
記
録
を
図
表
に
し
た
の

が
売
上
高
及
び
代
金
回
収
グ
ラ
フ
(

別
図
)
て
あ
る
。
月
別
、
累
計
、
年

計
の
売
上
高
に
よ
っ
て
グ
ラ
フ
を
書

く
と
英
語
の
Z
字
の
形
に
な
る
の
て

(
残用信

高
受

月
込

当
落

革
 
B

金
C
 
+

染
 
A

ノ

収
高
}

回
越
 
A

未
繰
(

月
卿

/

2

/

5

3

4

4

3(
金
題

/

高
線
上
計

売
累

ヅ

②
1
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売上高及び代金回収グラフ(Z図表)

⑤年闇売上高線

売掛金回収期間

④回収高累計線

矧集金高累計線

売掛残高

受取手形
残高

3,,4 5]/

受取手仟
サイト

第144号(第三種郵便物認可)

6 7 8 9 10 1112見

小月別売上線
＼

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

■公開模擬テスト闘
■進学教室■

当月
純売上高
( B )

売上代金回収状況調査表
集金(C )

現合

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ

手形

未集金残高
D=【A+丑一C )

奈良会議所ニュース 昭和55年9月10日(毎月1回10日発行)
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奈良県教育テスト協会
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奈良市大宮町1丁H6薪飢 号
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白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕
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TEL

奈良市四条大路5-フ-10
奈良(0742)33-0 2 5 5 (代表)

^株式会社秒中^
総合企画・設計・監理



ー
お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税
金
1

税
金
面
で
優
遇
措
置

九
月
十
五
日
は
讐
の
日
て
す
。

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た

お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
行

事
が
各
地
て
催
さ
れ
ま
す
。
国
の
重

要
な
仕
事
の
一
っ
に
社
会
福
祉
が
あ

り
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
な
ど
社
会
的
・
経
済
的
に
弱
い
立

場
に
あ
る
人
に
対
し
て
、
老
齢
福
祉

年
金
の
給
付
や
老
人
ホ
ー
ム
、
心
身

障
害
者
の
保
護
施
設
の
拡
充
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
支
出
の
面
て
社
会

福
祉
を
充
実
す
る
一
方
、
お
年
寄
り

や
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て

は
、
税
の
面
て
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
て
、
そ
の

あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

あ
り
、
二
十
三
万
円
を
所
得
か
ら
差

引
く
こ
と
が
て
き
ま
す
。

星
年
者
年
金
特
別
控
除

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
恩
給
は
、
給
与
所
得
と
し

て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

)
、か、
お
年
寄
り
が
受
け
る
公
的
年
金

や
恩
給
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
の
こ

れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
老
年
羣

金
特
別
控
除
と
し
て
七
十
八
万
円
(

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
七
十
八

万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
金

額
)
を
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
年
の
収
入
が
公
的

年
金
や
恩
給
だ
け
の
お
年
寄
り
の
場

合
は
、
こ
の
老
年
羣
金
特
別
控
除

七
十
八
万
円
と
、
給
与
所
得
控
除
五

十
万
円
、
老
年
者
控
除
二
十
三
万
円
、

基
礎
控
除
二
十
九
万
円
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
て
、
そ
の
収
入
金
額
が
最
低

百
八
十
万
円
ま
て
は
所
旧
寝
が
か
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
0

害
者
て
な
い
人
)
て
あ
る
と
き
は
、

一
人
当
り
二
十
九
万
円
の
代
り
に
三

十
五
万
円
を
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
お
年
寄
り
が
、
納

税
者
や
そ
の
配
偶
者
の
父
母
祖
父
母

な
ど
の
直
系
尊
属
て
、
納
税
者
や
そ

の
配
偶
者
と
同
居
し
て
い
る
と
き
は
、

更
に
五
万
円
を
加
算
し
九
四
十
万
円

を
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま
す
。

な
お
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る
親
族
は
、
年
間
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
一
定
額
以
下
の

人
て
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
所
得
金
額
が
粭
与
所
得
だ
け
の
場

合
は
二
十
万
円
以
下
て
あ
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、

県
"
舗
]

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
て
、
所
得

金
額
の
合
計
額
が
一
千
万
円
以
下
の

お
年
寄
り
は
、
そ
の
本
人
の
所
得
税

を
計
算
す
る
と
き
、
次
の
二
つ
の
控

除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

里
年
者
控
除

所
緝
は
、
一
年
間
の
所
得
金
額

か
ら
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
を
差
引
き
、
そ
の
残
額

に
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
が
、

お
年
寄
り
の
場
合
に
は
、
そ
の
所
得

控
除
の
一
つ
と
し
て
老
年
者
控
除
が

③
そ
の
他
の
特
典

0
障
害
の
程
度
が
重
度
の
特
別
障
害

者
を
受
益
者
と
す
る
、
特
別
障
害
者

扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
、
特
別

障
害
者
が
受
け
る
信
託
受
益
権
に
つ

て
、
そ
の
信
託
受
益
権
の
価
額
の

、しう
ち
三
千
万
円
ま
て
は
、
贈
与
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

0
地
方
公
共
団
体
が
条
例
に
よ
っ
て

実
施
す
る
心
身
障
害
煮
<
済
制
度
に

基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金
に
は
、

所
乍
耕
及
び
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

0
心
身
障
害
者
施
設
が
購
入
す
る
テ

レ
ビ
や
ピ
ア
ノ
な
ど
に
つ
い
て
は
、

所
定
の
手
続
に
よ
り
物
品
税
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
足
や
目
な
ど
の

不
自
由
な
方
、
心
臓
や
じ
ん
臓
の
機

能
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
が
利
用
す

る
小
型
乗
用
者
て
、
本
人
又
は
家
族

が
運
転
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
所
定

の
手
続
に
よ
り
物
品
税
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

R
謎
熊
」

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い

る
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

①
所
得
税
の
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
や
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
の
対
象
と
な
る
親
族
て
、

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
と
き
は
、

障
害
者
控
除
と
し
て
一
人
当
り
二
十

三
万
円
(
重
度
の
障
害
者
に
つ
い
て

は
一

人
当
り
三
十
一
万
円
)
を
所
得

金
額
か
ら
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま
す
。

②
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
九

と
き
、
そ
の
相
続
人
が
心
身
障
害
者

て
あ
る
と
き
は
、
相
続
税
額
か
ら
障

害
者
控
除
額
を
差
引
く
こ
と
が
て
き

ま
す
。
控
除
額
は
、
七
十
歳
か
ら
そ

の
相
続
人
の
年
齢
を
差
引
い
九
年
数

に
、
三
万
円
(
重
度
の
障
害
者
に
つ

い
て
は
六
万
巴
を
掛
け
て
計
算
し

た
金
額
て
す
。

生
計
を
一
に
す
る
親
族
て
、
所
得

金
額
の
合
計
額
が
一
定
額
以
下
の
人

に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
と
し
て
一
人
当
り
二
十
九
万
円

を
所
得
か
ら
差
引
く
こ
と
が
て
き
ま

す
が
、
こ
の
控
除
の
対
象
と
な
る
親

族
が
七
支
以
上
の
お
年
寄
り
(
障
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町
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四
九
八
六

上

心
身
障
害
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
が
受
け
ら
れ
る
特
典

電
竃
電

青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
事
業

者
や
法
人
て
、
従
業
員
の
二
0
。
ハ
ー

セ
ン
ト
以
上
か
心
身
に
障
害
の
あ
る

人
て
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
所
の

織
、
装
置
工
場
用
の
建
物
と
そ

の
附
属
設
備
て
、
そ
の
年
又
は
そ
の

年
の
前
年
以
前
五
年
内
に
取
得
等
し

九
も
の
に
係
る
減
価
償
却
に
つ
い
て
、

通
常
の
場
合
の
減
価
償
却
費
の
百
分

の
二
十
(
工
場
用
の
建
物
と
そ
の
附

属
設
備
は
百
分
の
二
十
七
)
の
割
増

し
が
男
ら
れ
ま
す
。

、
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第144号(第三種郵便物認可) 奈良会議所二 ユース 昭和55年9月10日(毎月1回10日発行)

未来をひらく・綜合警備
斯界に誇る警備と防災システ△の全容
を展示しています

第144号(第三種郵便物認可)

<期問>:55.10.8 ~同10 ・ 11日
<場所>:大阪市港区田中 3丁目

大阪国際見本市港会場
け也下鉄巾央線朝汐橋駅下申_)

<主催>:日本工業新聞社

■奈良営業所奈良市二条大路南一丁目2番7号松岡ビル5F
60742-34-7911

奈良会議所ニユース昭和55年9月10日 (毎月1回10日発行)

綜合警備保障株
本社東京都港区元赤坂1-6-6第二安全ビル
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